
博多小学校の事例

資料２



博 多 小 学 校 の 概 要博 多 小 学 校 の 概 要

【所在地】 博多区奈良屋町１番38号

【開 校】 平成10年４月１日(新校舎完成：平成13年４月)

【敷 地】 9,283㎡

【児童数及び学級数】（平成20年５月１日現在）

620名 20学級

１

※ 内特別支援学級 ４名 １学級



４ 校 統 合 の 流 れ４ 校 統 合 の 流 れ

冷泉小
(明治６年開校)

奈良屋小
(明治31年開校)

御供所小
(明治41年開校)

大浜小
(明治44年開校)

博多小
(平成13年 完成)

※ 旧奈良屋小跡地に建設

２

教 育 内 容 の 充 実

学 校 施 設 の 整 備

地域コミュニティの拠点

･･･地域の伝統や文化を取り入れた教育活動 など

･･･多目的スペース，表現の舞台，ランチルーム など

･･･図書室や特別教室の地域開放 など

[新しい「博多小学校」のコンセプト]

※旧冷泉小校舎を使用博多小
(平成10年開校)



統合前後での児童数の推移統合前後での児童数の推移
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統 合 の 背 景統 合 の 背 景

○統合直前の４校の学級編制

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

14 12 11 15 8 26 86

1 1 1 1 1 1 6

35 35 39 40 43 38 230

1 1 1 1 2 1 7

9 13 7 11 11 15 66

1 1 1 1 1 1 6

17 18 7 17 23 18 100

1 1 1 1 1 1 6

冷 泉 小

奈良屋小

御供所小

大 浜 小

上段 児童数

下段 学級数 (平成９年５月１日現在)

※特別支援学級を除く

４



統 合 前 の 教 育 環 境統 合 前 の 教 育 環 境

○一つの学年では人数が少ないため，体力差や運動能力差があっても，他学年と合同で

体育を行う必要がある。

（当時の校長に対するヒアリングから）

５

○子どもの交流の機会が増えるよう，他校と合同の行事を実施したり，学年の枠を外し

清掃を行うなどの工夫をしている。

○修学旅行や卒業アルバムの写真では，集合写真を多く入れたりして，購入枚数を増や

さないと，カメラマンの契約ができない。

○サッカーなどの集団で行う球技の場合，チームが編成できなかったり，ミニゲーム形式

で行う必要があるため，正しいルールを体得することが難しい。

○運動会では，組み体操・騎馬戦・綱引きなどの団体競技が行いにくいうえ，子どもたちは，

準備・出場・片づけと忙しく，応援できる子どもが少ないため，歓声やかけ声が少なく，

盛り上がりに欠ける。



クラス替えができないことや集団を前提とした学習活動への支障等は，学校が
工夫しても補えない。

当 時 の 福 岡 市 の 考 え 方当 時 の 福 岡 市 の 考 え 方

都心部等で小規模化の傾向が，将来的にも継続する学校については，
隣接する学校との統合等により適正規模の確保に努める。

６

◆ 福岡市の学校教育のモデルとなるような魅力ある学校づくり
◆ 人々が集まるような，地域の活性化の核となる施設

そこで

博 多 部 ４ 小 学 校 に つ い て

４ 校 統 合

[方針]

[背景]

同じ中学校区であり，歴史的にも地域の
つながりが強い。

都心部の小学校の中でも，特に小規模化
が顕著（３校は児童数が100人以下)



教育委員会と地域の協議 地域の中での協議

H7 １７回 ０回

H8 ４３回 ３１回

H9 ２４回 ８回

H10 １１回 ０回

○主な意見

７

同 意 に 至 る ま で の 経 緯 ＜ 地 域 と の 協 議 ＞同 意 に 至 る ま で の 経 緯 ＜ 地 域 と の 協 議 ＞

◆ 指導が行き届くなどの良さがある。他校との交流機会を増やすなど教育内容の工夫で
統合しなくてもデメリットは補える。

◆ 今回統合しても人口の減少が進めば，また統合が必要になる。人口増加に向けたまちづ
くりの取り組みが先。

95回 39回

統合の是非に

ついての協議

開校準備

◆ 子どもの教育環境を第一に考え，統合を検討すべき。

◆ 統合により，それぞれの学校の伝統が失われてしまう。

◆ 通学の安全対策や校区単位での地域活動の場，こどもの遊び場の確保が必要。

○地域との協議



同 意 に 至 る ま で の 経 緯 ＜ 主 な 意 見 等 へ の 対 応 ＞同 意 に 至 る ま で の 経 緯 ＜ 主 な 意 見 等 へ の 対 応 ＞

教育上の工夫で課題の解決がで
きないかという意見

地域コミュニティが崩れ，活動
拠点がなくなることへの不安

統合で通学距離が長くなる場合
の安全確保への不安。

地域の学校がなくなることや伝
統が途絶えることへの不安

人口増加への取り組みと矛盾す
るのではないかという意見

８

小規模のままでは，解決できない課題がある
ことへの理解を求める。

開校準備の中で，４校の伝統行事を受け継ぐ
ことを検討。

開校準備の中で，地域とともに現地調査を繰
り返し，通学路を決定。

地域コミュニティは４校区のままとし，地域
が利用しやすい学校施設を整備。

地域の活性化，まちづくりの核となるような
学校づくりを行う。

【 主 な 意見等 】 【 対 応等 】

議論を重ねる中で，統合への不安や疑問に対する解決方法を検討した結果，慣れ

親しんだ学校がなくなることに対する感情は残りつつも，優先すべきは子どもの

教育環境であるとし，４つの校区は，統合を決断した。



開 校 ま で の 流 れ開 校 ま で の 流 れ

９

７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

地 域 と の
協 議

４校区から統合の推進
に関する要望書の提出

開校準備
新 校 舎
設 計 ・ 建 設

旧冷泉小用地で
統合校が開校

旧奈良屋小用地に
新校舎が完成

※開校準備

校名・校章・校歌の決定

学校行事の検討

通学路の安全確認 等



統合に関する保護者アンケート統合に関する保護者アンケート

１１ 調査対象者調査対象者

統合前後を経験している5年生・6年生の保護者 148名

（統合後に転入した児童は除く）

２２ 実施期間実施期間

平成14年2月25日（月）～3月1日（金）

３３ 実施方法実施方法

学校を通じた保護者へのアンケート（無記名）

４４ 回収数（率）

136名／148名 （９１.９％）

１０



４校の統合をどのように感じるか４校の統合をどのように感じるか

1%

23%

58%

18%

非常によかった

よかった

どちらともいえない

よくなかった

非常によくなかった

約76%

約76%が「非常によかった」「よかった」という好意的な回答。

１１



学習面での子どもの変化学習面での子どもの変化
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総合的な学習など，地域に根付いた学習の幅
が広がった

様々意見や考え方に触れる機会が多くなり，
授業が活発化した

多くの先生との触れ合い交流があり，子どもの
興味・関心が増えた

一人ひとりの個別学習の時間が少なくなった

いい意味での競争心が芽生え，学習意欲向上
につながった

総合前は，学習面でもゆとりがあった

落ち着きがなくなった

※２項目まで回答可能

○子どもが集団の中で刺激を受け，切磋琢磨するようになったというプラス評価。

※少人数指導などで教育内容を充実させることへの期待と考えることができる。

１２



学校行事・地域行事での子どもの変化学校行事・地域行事での子どもの変化
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行事が多く，学習にゆっくり取り組む余裕がない

行事・クラブ活動等が多様化し，たくさんの行事
に参加できた

運動会や修学旅行も質や内容が変わり，その
盛り上がりも違っている

他学年の先生と接する機会ができ，行事が大が
かりなものとなったため，楽しんで参加している

統合前に比較して，他学年の先生とのつながり
があまりないようだ

委員会や掃除などにおける一人あたりの活動
量が減った

※２項目まで回答可能

○運動会の盛り上がりやクラブ活動などの多様化にプラスの評価。

※新校舎完成１年目だったために，様々な式典や全国からの視察の多さが影
響していると考えられる。

１３



人間関係，社会性での変化人間関係，社会性での変化
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たくさんの友だちができ，その中から趣味や興
味など自分にあった友だちを選ぶことができた

校区が広がったことで，活動範囲も広がり活発
になった

以前は固定化していた評価や役割が，クラス替
えや友だちの幅が広がることで変化した

友だちも増えたことにより，人間関係も複雑にな
り，いろいろと悩むことがある

ドッジボールなど多人数で遊ぶゲームができ，
遊びの種類も多様化した

いろいろな性格の子どもがいるため，中に入れ
ず孤立することがある

※２項目まで回答可能

○児童数が増え，社会性や協調性を培う良い環境が整ったことにプラスの評価。

※人間関係が多様化した結果であり，必ずしもマイナスの評価ではない。

１４



生活面での子どもの変化生活面での子どもの変化
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対人関係も豊かになり，思いやり，責任感がで
てきた

活動範囲が旧校区外に広がるなど活発になっ
た

対抗戦に意欲的になるなど，クラス全体に活気
とにぎやかさがある

友だちに刺激を受け，家庭や地域でも挨拶や手
伝いなど積極的にするようになった

校区が広がったことで，親の目が行き届かず心
配である

学校生活上で，他人まかせになり責任感が薄
れているように感じる

※２項目まで回答可能

○交友関係が豊かになり，活動範囲が広がったことにプラスの評価。

※校区が広くなったことで，安全面での不安も伺える。

１５



博多小学校に期待すること博多小学校に期待すること
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行事を減らし，ゆとりのある学習

基礎学習を基本とする（学力低下のないような）
カリキュラム

自由でのびのびとした楽しい学校づくり

一人ひとりに目を向けた授業（個別学習）の充実

安全で安心して子どもをあずけられる学校づくり

先生と子どもの触れあいを大切にした学校づくり

総合的な学習など体験活動を取り入れた
特色ある学校づくり

伝統文化を継承した学校づくり

今のままでよい

学校施設を積極的に地域開放した開かれた学校づくり

１６

○ 新しい学校づくりに対し大きな期待がかけられている。


